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Ⅰ．問題・目的
　従来、ストレスマネジメントは、メンタルヘルス改善
やストレス対処を目的に取り組まれており、「予防措置」
よりも「対症療法」として発展を遂げてきた。近年、ス
トレスマネジメントは、ストレスにさらされたときに自
ら対処できるような「備え」としての役割も担っており、
「予防措置」としての意義が注目されている（竹中，
2005）。
　Lazarus&Folkman（1984；本明・春木・緒方（監
訳），1991）は、ストレスマネジメントにおいて「認知
的評価」を重視しており、ストレスに対する認知的評価
のプロセスとして、自分が今どのような危険にさらされ
ているのかということを判断していく“一次的評価”と、
様々な対処の中から自分にできるものはどれであるかを
判断していく“二次的評価”を挙げている。Lazarus ら
（1984）のトランスアクショナルモデルを基盤としてい
るストレスマネジメントの構成要素として、①刺激への
介入、②評価過程への介入、③対処技法への介入、④ス
トレス反応への介入が挙げられる（末次，2008）。人間
は、過度のストレスにさらされ、緊張が持続し、認知的
評価が不十分になることで、心的反応と共に、身体反応、
付随運動系反応（肩凝り等）が出現しやすくなる（末次，
2008）。
　よって、個人が感じている心身の緊張を緩和していく
ことは、ストレスマネジメントとして有効だと考えられ
る。その方法のひとつとして、主動型リラクセイション
療法（以下サートと記す）が挙げられる。サートは、心
身結合的なものとしてクライエントの全体像を表すもの
であり、クライエントのあり方または生き方の現れであ
る「動作」を媒介にクライエントの「主動」を活かす手
続きを体系化し、クライエントが自分の変化を確実に体
験し、自らさらなる変化に積極的に向かうことを可能に
した心理療法である（大野，2011）。
　サートは、本人が動いているという事実から、自己弛
緩できるという能動的な捉え方のもと、主体者が可動域
の中で自発的かつ主体的な努力を重視し、展開していく
課題を設定することにより、主体者自身が“動かしてい
る”“変化している”という実感をもち、主体性・能動
性を持続しつつ、課題を達成していくことが可能である
（大野・奇，2006）。
　近年、岡本（2008）によると、育児を取り巻く環境は
大きく変化し、育児中への親、特に母親にとっては大き
なストレスのひとつともなっている。鈴木（2014）によ
ると、育児に伴って発生する悩み、戸惑い、心身の苦痛
など、ストレス状態が継続し、育児困難につながるとさ
れている。また、発達障がいのある子どもをもつ母親は、
養育上の不安や負担感といった様々な困難を経験しやす
い（山根，2014）。発達障がいの子どもをもつ母親は、
子育てに対し、「どのように子どもへ接したらよいかわ
からない」「自分の関わりが、時に子どもの可能性を潰
してしまっているのではないか」というように感じてお
り、健常児の子どもをもつ母親以上に多大な不安やジレ
ンマ、自責の念を抱えている（中村・池田，2009）。岡
本（2008）は、保護者の精神健康状態を保つことは、保
護者だけでなく、子どもの健全な成長発達のためにも重
要であると述べ、精神的健康状態はストレスによって影
響されるとしている。
　岡本（2008）、鈴木（2014）、山根（2014）、中村・池田
（2009）の研究から、保護者の負担やストレスが高いこ
と、発達障がい児の保護者は様々な困難を経験しやすい
こと、保護者の精神健康状態を保つことの重要性が指摘
された。
　よって、本研究では、幼児用発達障害チェックリスト
を用いて、子どもの特徴により対象者を「PDD 低群」
「PDD 高群」「ADHD 低群」「ADHD 高群」の 4 群に分
け、サートを適用することで、ストレスマネジメントに
どのような影響を与えるのかを検討することを目的とす
る。また、インタビューを実施し、母親が子育てに対し
どのように捉えているのかを検討していく。そのことを
踏まえ、サートが発達障がいリスク児の保護者に対する
ストレスマネジメントにどのような影響を与えるのかを
検討する。
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Ⅱ． 方法・結果
 1 ．サートとストレス反応・認知的評価の関連
方法
 （ 1 ）調査対象：幼稚園サートの母親 7 名、A 療育園
の母親24名
 （ 2 ）調査期間：2015年 9 月～ 2015年11月
 （ 3 ） 質問紙：①幼児用発達障害チェックリスト
（Checklist Developmental Disabilities in Young 
Children: CHEDY）、②大学生用ストレス自己評価尺度
（Stress Self-Rating Scale: SSRS）のうち“認知的評価
尺度”15項目、③日本語版 POMS 短縮版
 （ 4 ）手続き
　①、②、③の質問紙に回答後サートを実施。再度、②、
③の質問紙に回答。
結果
分析前：
値の標準偏差が大きかったので、正規分布に近づける
ためにルート変換値を用いて統計的分析を行った。ま
た、群分けに用いた幼児用発達障害チェックリストは知
的障害の項目が 5 項目であったため、本研究では PDD
と ADHD の項目を用いることとした。加えて、欠損値
等がある対象者（PDD、ADHD 共に31名中 7 名）は、
分析から除外した。また、PDD、ADHD それぞれを、
PDD 尺度得点、ADHD 尺度得点をそれぞれの平均値を
基準に PDD 低群、PDD 高群、ADHD 低群、ADHD 高
群の 4 群に分けた。それぞれの尺度得点の平均値、標準
偏差を Table1に示す。
Table1　群別　幼児用発達障害チェックリストの平均値
と標準偏差
　幼児用発達障害チェックリストの値に対して t検定に
より、比較した結果、PDD 低群と PDD 高群の間（t（22）
＝15.83，p＜ .01）、ADHD 低群と ADHD 高群の間（t
（22）＝16.08，p＜ .01）に有意差が認められ、PDD 高群・
ADHD 高群の方が PDD 低群・ADHD 低群よりも値が
高かった（Figure1）。
①サートによる介入がストレス反応に与える影響
　サートによる介入がストレス反応に与える影響を検
討するため、ストレス反応に関して、群（PDD 低群、
PDD 高群、ADHD 低群、ADHD 高群）と実施前後（サー
ト実施前・実施後）による 2 要因分散分析を行った。ス
トレス反応の平均値、標準偏差、および分散分析の結果
を Table2に示す。
　ストレス反応に関して、群と実施前後による 2 要因分
散分析を行った。実施前後の主効果は「ストレス反応全
体」（F（1，44）＝27.29，p＜ .01）、下位因子、「緊張－不
安」（F（1，44）＝51.38，p＜ .01）、「抑うつ」（F（1，44）
＝34.76，p＜ .001）、「怒り－敵意」（F（1，44）＝29.74，
p＜ .01）、「疲労」（F（1，44）＝48.53，p＜ .01）、「混乱」
（F（1，44）＝40.44，p＜ .01）、以上有意であり、実施後
の値が低いことを示した。群の主効果はみられなかっ
た。また、いずれにおいても、群×実施前後の交互作
用はなかった。各群の実施前後の値を Figure2、3、4、
5 に示す。
②サート介入が認知的評価に与える影響 
　サートによる介入が刺激に対する認知的評価に与える
影響を検討するため、認知的評価である「脅威」、「コン
トロール」に関して、群と実施前後による 2 要因分散分
析を行った。認知的評価の平均値、標準偏差、および分
散分析の結果を Table3 に示す。
　実施前後の主効果は、「脅威」（F（1，44）＝8.79，p＜
.01）で有意差を示し、実施後の値が低かった（Figure6）。
また、「コントロール」（F（1，44）＝7.85，p＜ .01）で
有意差を示し、実施後の値が高かった（Figure7）。群
の主効果はみられなかった。また、群×実施前後の交互
作用はなかった。
 2 ．子育てのインタビュー結果の分析
方法
　10名の母親に対し行い、子育てについてのインタビュー
内容をグラウンデッド・セオリ ・ーアプローチで分析した。
具体的な手続きとして、逐語録からデータの切片化を行
い、ラベル名をつけ、それぞれのラベル名の共通点や関
連度を検討し、複数のラベル名からなるカテゴリー化を
行った。これらの分析には、筆者以外に臨床心理学を専
攻する大学院生 3 名が加わり、結果の妥当性・信頼性の
確保に努めた。
Figure1　幼児用発達障害チェックリスト　比較
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Table2　群別　ストレス反応の平均値と標準偏差、および分散分析結果
Figure2　PDD高群　実施前後のストレス反応
Figure3　PDD低群　実施前後のストレス反応
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結果
　本調査によるインタビューの結果について、10名の中
から協力が得られた高群の A と低群の B の計 2 名のも
のを以下に示す。その理由として、サートの効果につい
て語られていたことを挙げる。A と B は共通して子育
てに対し大変さや疲労を抱えているが、高群の A と低
群の B では内容にちがいがみられた。
Figure4　ADHD高群　実施前後のストレス反応 Figure5　ADHD低群　実施前後のストレス反応
Figure6　認知的評価　脅威 Figure7　認知的評価　コントロール
Table3　群別　認知的評価の平均値と標準偏差、および分散分析結果
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 1 ．Aの事例（高群）
 （ 1 ）内容分析
Table4　A内容分析
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 （ 2 ）関連図
Figure8　A関連図
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 1 ．B（低群）
 （ 1 ）内容分析表
Table5　B内容分析表
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Ⅲ　考察
 1 ．ストレス反応へ与える影響
　サートによる介入がストレス反応へ与える影響につい
て検討した結果、「PDD 高群」「PDD 低群」「ADHD 高
群」「ADHD 低群」の 4 群とも、ストレス反応全体（T
MD）の値が低下すること、下位因子では、心理的スト
レス反応である「緊張－不安」、「抑うつ－落ち込み」「怒
り－敵意」「疲労」「混乱」が低下することが示された ｡
　また、群と実施前後に交互作用がみられず、サート前
後によるストレス反応の変化の仕方において「PDD 高
群」「PDD 低群」「ADHD 高群」「ADHD 低群」の 4 群
の間に有意なちがいはみられなかった。その要因とし
て、まず育児や家事をしている“母親”は大変であると
いうことが推測される。井上・柳田・深見・深野（2014）
は、育児に対して母親は、喜びや楽しみなどの満足感を
もつと同時に、大きな不安やストレスも抱えていると述
べている。また、岡本（2008）の研究においても、父親
の育児参加があったとしても、現実的には育児、家事に
対する精神的負担は母親にかかっていると述べられてい
る。次の要因として、どの群においてもサート実施前後
でストレス反応が低減したことから、発達障がい傾向の
低い子どもの母親のみならず、発達障がい傾向の高い子
どもの母親に対してもサートの効果が認められたという
ことが考えられる。
　本研究の結果から、発達障がいの種類や傾向の高低に
関わらず、母親はストレス反応を抱えていること、その
低減にサートの効果が認められたということが示され
た。
 2 ．認知的評価へ与える影響
　サートによる介入が認知的評価へ与える影響を、認知
的評価である「脅威」「コントロール」にて検討した結
果、サート実施前後によって、ストレッサーに対する「脅
威」が低下し、ストレッサーに対して対処できるかどう
かの評価である「コントロール」が上昇した。
　末次（2008）の先行研究と同様、サートの介入によっ
て、「脅威」が低下し、「コントロール」は上昇した。群
の主効果はみられなかったが、実施前後の主効果がみら
れた。よって、発達障がい傾向の低い子どもの母親のみ
ならず、発達障がい傾向の高い子どもの母親に対しても
サートの効果が認められたということが示された。
　 「脅威」が低下し、「コントロール」が上昇したこと
の要因として、動かし辛かった自分のからだを、サート
実施後には思い通りに動かせるようになったという体験
により、“自分にもできる”という肯定的な感情を抱いた
ということが考えられる。末次（2008）の先行研究にお
いても、サートは比較的にわかりやすい技法であり、課
題の中で被援助者の身体的な改善が目に見える形でわか
るという特徴が“変わることができる”という肯定的な
感覚の獲得を容易にさせ、「コントロール」を向上させ
た可能性が示唆されている。また、「自分でもできた」
というサートでの体験が、自己受容を高めたという可能
性も考えられる。鍋倉（2014）の先行研究において、 「自
 （ 2 ）関連図
Figure9　B関連図
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己受容・他者受容の程度がともに高いならば、対人スト
レスコーピングにおいてポジティブ関係コーピングを行
う頻度が高い」ということが明らかになった。そのこと
から、自己受容の程度が高まることによって、対人関係
のストレッサーに対し、ポジティブに対処していくこと
ができると推測される。よって、サートの介入によって、
被体験者の自己受容が高まり、対人関係のストレッサー
に対しポジティブに対処していくことができたため、
「コントロール」が上昇した可能性が示唆された。
 3 ．子育てに関するインタビューの内容
　本研究の結果から A と B の間に共通する部分、異な
る部分があることがわかった。
　共通する部分として、子育てをするにあたり、肉体的
もしくは精神的な疲労が生じており、それぞれ難しさや
不安、疲労、大変さを抱えているということである。そ
のことは、母親はある意味子育てによって自分を犠牲に
している部分があり、制約を受けるからだとも考えられ
る。
　しかし、同じように難しさや不安、疲労、大変さを抱
えていても、A と B では、その内容や程度が変わって
くるように思われる。A と B の異なる部分について考
察していく。A の語りの内容を第 3 者の視点からみる
と、癇癪や落ち着きのなさというような子どもの特徴も
関係して、A の疲れや子育ての大変さに繋がっている
と考えられる。そのことに加え、周囲からのサポートが
得にくい環境や、家事との両立の難しさ等子育てに対
し、疲労感や大変さ、難しさを抱えているように思われ
る。B の語りの内容を第 3 者の視点からみると、子ども
の将来に対する心配、家事や子育ての大変さ、疲労感、
難しさを抱えているように思われるが、子どもから目を
離し、適度に距離をとることもできているようである。
また、心配や葛藤を抱えながらも、子どもの将来にまで
目を向ける心の余裕もあることがうかがえる。加えて、
実家からのサポートもあり、サークルへの参加等、本人
の中で上手にリフレッシュしながら、折り合いをつけて
いることもうかがえる。
　このように、疲労感や大変さ、難しさ、不安と言って
も、置かれている環境や子どもの特性によって内容や程
度にちがいがあることが考えられる。それぞれの母親の
語りの内容から、母親にとって、子育てや家事は切り離
せないものであり、個人によって割合にちがいはあるも
の、疲労や責任、やりがいといった様々なものが含まれ
ていることを確認した。“子育てが大変”、“家事が大変”
と言っても、“子育てだけ”、“家事だけ”が大変なので
はなく、それらが相互に影響しあうことや、母親が置か
れている環境や状況が影響することが考えられるため、
様々な視点から捉えていく必要性があると思われる。
　また、A と B の語りの内容からサートによって、自
分のからだの疲れや可能性に気がついたということが確
認された。そのことから、子どもの発達障がい傾向の高
低や母親が抱えている疲労感や大変さ等にちがいがあっ
ても、サートがストレス反応の低減に効果があったこと
が考えられる。母親は日常の忙しさから自分のからだの
疲れが慢性化してしまっており、疲れているということ
に気がつきにくい可能性があると思われる。サートに取
り組むことによって、自分のからだに集中して向き合
い、からだの凝りや疲れに気がつき、凝りや疲れを軽減
することは、子育てや家事をしていく中で大切であると
思われる。
Ⅳ．総合考察
　本研究において、発達障がい傾向の高低に関わらず、
どの群においても、ストレス反応の軽減やストレッサー
に対する認知的評価の変容がみられ、サートの効果が認
められた。また、インタビュー分析から、“子育て”や
“家事”等、様々なことが相互に影響し合って母親の疲
労につながることや、大変さを抱えながらもやりがいに
つながること、サートの体験によってからだの疲れやそ
の改善を実感したことが明らかになった。サートを通し
て、主体者自身が“動かしている”、“変化している”と
実感することで、“自分自身の力でできた・変わった”
という感覚につながっていき、ストレス反応の軽減や、
認知的評価の変化につながった可能性が示された。
Ⅴ．今後の課題
　本研究では、子どもの特性に関する質問紙は実施した
ものの保護者の特性に関する質問紙は実施しなかった。
ストレス反応やサートの効果において、子どもの特性だ
けではなく、保護者の特性も影響することが考えられる
ので、今後はその点を検討する必要がある。また、子育
てや家事等で生じるストレス反応等について一定の結果
が得られた。しかし、サートの効果についてはまだ十分
に解明できなかったので、研究計画の見直し等を含めて
今後の課題とする。
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